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物流分野において、「地球温暖化に対する脱炭素化」や「トラックドライバーの不足(物流の2024年問題)」への
対応が重要な課題となっているなか、静岡～大阪間(距離約330㎞)において、毎日40コンテナ（200ﾄﾝ）をトラッ
クで輸送していたペットボトルコーヒーを鉄道貨物輸送に転換したことで、年間のＣＯ₂排出量を900ﾄﾝ、トラッ
クの走行台数を4,000台、運転時間を24,000時間削減した。
なお、こうした中距離帯(300㎞-400㎞)での大量な定期貨物鉄道輸送は、食品飲料業界では初めての取組となる。
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静岡から大阪へ毎日40コンテナ(200トン)

->トラック輸送量を大幅削減

CO2削減・輸送力確保・効率UP
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取組効果（2024年度）

1


	スライド 1

